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薬害イレッサ訴訟は，いよいよ今年前半

に結審の予定です。 

そこで全面解決を求めて、１０万筆に達

した署名の提出，要請，宣伝行動を右記

日程で行います。 

どこか参加できる時間帯でもＯＫで

す！大勢の参加者で被害者の方を支援

していきましょう！！ 

まだまだ署名集約中です！！１８日ま

でになんとしてでも１０万筆集めまし

ょう♪♪こちらも引き続きご協力をお

願いします。 

《１日の流れ》 

8：30～9：30 厚生労働省前宣伝 

10：00～10：30 

厚生労働省への早期全面解決署名提出 

全面解決要求書の提出 

11：00～11：30 裁判所前宣伝 

11：10～11：20  

裁判所への早期全面解決署名提出・要請 

12：00～13：00  

アストラゼネカ社前宣伝活動 

アストラゼネカ社への全面解決要請書提出 

14：00～15：00 

 国会議員へのポスティング 

スモンＤＶＤ 感想 1 

言葉では知っていても、このような悲惨な出来事であったとは知ら

ずにいました。薬事法の改正と副作用被害者救済制度の創設という

結果をもたらしたが、その後も度々繰り返されてきた薬害。二度と

同じような惨劇を繰り返さないために、薬剤師としての立場から何

が出来るか考えさせられました。 

スモンＤＶＤ 感想 2 

スモンは TV でニュースになっていた記憶はありましたが、整腸剤

として使われていたキノホルムによる神経障害を伴う薬害というこ

とだけで詳細は知りませんでした。 

・整腸剤という医師から処方された薬に誰もが疑いもせず服用した

こと・医師もこの悲惨な副作用を知りえなかったこと・被害者の方々

が原因不明の病状に苦しみ、その原因にウィルス説が持ち上がり、

身体的な苦痛の上に、感染性があると社会的（家族関係・就職・縁

談など）差別を受け、自殺者も出るなど精神的な苦痛も受けたこと・

その原因判明の手がかりとなる緑色の尿に異変を感じ取ったのが病

棟ナースで、東大の田村善三氏がキノホルム説を唱えたこと・原因

がキノホルムと判明しても製薬会社や国はそれを認めなかったこ

と・被害が全国的に広がり 1 万人以上の被害を出したこと・被害者

の方々が団結して病状苦しい中でも地方から上京し厚生省前に座り

込み抗議をおこない訴訟をおこなったこと・20 年以上たちやっと

和解となったが、病状や精神的ダメージは回復しないこと 

 今まで、いろいろな薬害問題が繰り返されていますが、どの薬害

も製薬企業が病気を治す目的のくすりを作っているにもかかわら

ず、副作用の危険性に甘く、営利第一、命を預かっているという認

識のなさと人間の尊厳を忘れて販売した結果がひきおこしていると

あらためて実感しました。また、製薬企業に販売中止命令を早く出

さずに被害を長引かせ拡大した国の責任はとても重いと感じまし

た。 

 いま薬害をなくすために私たちにできることは何か、被害者の方

たちに人として支えていくこと、医療人として薬を安全に使う担い

手となり、危険性を排除していくことと私は思っています。 

また、多くの方に薬害で苦しんでいる方たちのことを知らせて風

化させない、関心をもっていただくことが大事だと思います。 

 

 


